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セ
ー
ル
ス
マ
ン
で

あ
る
ト
ラ
ン
プ
米
国

大
統
領
が
３
泊
４
日

で
来
日
し
た
が
、
何

を
し
に
来
た
の
か
？

安
倍
首
相
は
海
千
山
千
の
商
人
に

戦
闘
機
Ｆ
35
Ｂ
を
売
り
つ
け
ら

れ
、
１
兆
円
の
血
税
を
使
っ
て
１

０
５
機
も
購
入
し
た
。
今
後
、
専

守
防
衛
で
あ
る
自
衛
隊
の
ヘ
リ
空

母
「
か
が
」
を
戦
闘
機
発
着
可
能

な
空
母
に
改
造
し
て
大
々
的
に
誇

示
す
る
と
、
周
辺
国
を
刺
激
し
米

国
か
ら
さ
ら
な
る
高
額
戦
闘
機
の

購
入
を
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
は
日
米
貿
易
交
渉
で
米
国
産

の
牛
肉
や
農
産
物
に
つ
い
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
水
準
を
超
え
る
譲
歩
を
求
め

ら
れ
る
の
も
必
至
で
あ
ろ
う
▼
こ

ち
ら
は
そ
れ
ほ
ど
買
い
た
く
も
な

い
の
に
、
物
を
買
う
方
が
な
ぜ
売

る
方
に
、
犬
が
尻
尾
を
振
る
よ
う

に
ご
機
嫌
を
伺
っ
て
媚
び
へ
つ
ら

う
の
か
？　

安
倍
で
は
な
く
「
阿あ

（
お
も
ね
る
）
米べ

い

」
行
為
で
あ

る
。
税
金
を
払
う
日
本
国
民
に
は

何
の
見
返
り
も
な
い
の
に
、
国
を

挙
げ
て
大
観
光
ツ
ア
ー
を
行
い
、

神
聖
な
日
本
の
伝
統
的
国
技
で
あ

る
相
撲
を
安
っ
ぽ
い
政
治
シ
ョ
ー

に
利
用
す
る
の
か
？
▼
安
倍
首
相

に
は
７
月
の
参
院
選
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
は
来
年
の
大
統
領
選
が

あ
る
の
で
、
お
互
い
選
挙
が
ら
み

で
貿
易
交
渉
を
先
送
り
す
る
密
約

で
、
日
米
の
国
民
を
誑た

ぶ
ら

か
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
▼
幕
末
に
米

国
の
ペ
リ
ー
提
督
が
浦
賀
に
入
港

し
、
４
隻
の
黒
船
を
も
っ
て
砲
艦

4

4

外
交
で
迫
っ
た
結
果
、
太
平
の
夢

を
覚
ま
さ
れ
た
日
本
は
大
政
奉
還

4

4

を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
１
６
６

年
、
令
和
の
此
度
は
米
国
大
統
領

に
対
し
、
男
芸
者
の
ご
と
く
太
鼓

持
ち
接
待
を
し
た
。
こ
れ
を
幇
間

4

4

外
交
と
言
わ
ず
し
て
何
と
言
う

か
。
同
じ
ホ
ウ
カ
ン
で
も
後
世
の

歴
史
に
残
る
宝
鑑
4

4

（
良
い
見
本
）

政
治
を
し
て
も
ら
い
た
い 

（
鼻
）
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吉
田
先
生
は
、
医
療
機
関
の
控

除
対
象
外
消
費
税
問
題
（
損
税
問

題
）
の
解
決
へ
向
け
、
県
民
間
病

院
協
会
役
員
と
し
て
損
税
分
の
賠

償
を
国
に
求
め
る
訴
訟
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
後
、
協
会
と
と
も

に
、
日
医
や
健
保
連
な
ど
の
医
療

団
体
と
の
懇
談
を
実
施
す
る
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

集
会
で
吉
田
先
生
は
、
協
会
が

乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
し
て
医
療
機

関
が
発
行
す
る
領
収
書
に
「
医
療

費
に
は
消
費
税
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
」
と
の
文
言
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
国
が
主
張
す

る
「
医
療
は
非
課
税
」
は
国
民
を

だ
ま
す
た
め
の
ご
ま
か
し
で
あ
る

と
痛
烈
に
批
判
し
た
。
そ
し
て
、

医
療
機
関
の
損
税
を
さ
ら
に
拡
大

さ
せ
る
10
％
へ
の
消
費
税
増
税
は

論
外
で
あ
り
、
５
％
へ
引
き
下
げ

る
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

集
会
で
は
、
有
田
芳
生
参
議
院

議
員
（
立
憲
民
主
）、
日
吉
雄
太

衆
議
院
議
員
（
国
民
民
主
）、
小

中
心
と
な
っ
て
県

内
の
税
理
士
や
商

工
団
体
な
ど
と
結

成
し
た
「
10
月
消

費
税
10
％
ス
ト
ッ

プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
代

表
し
て
発
言
。
医

療
は
非
課
税
の
た

め
患
者
の
窓
口
負

担
に
消
費
税
は
か

か
ら
な
い
と
さ

れ
、
医
療
機
関
は

仕
入
れ
等
に
か
か

っ
た
消
費
税
を
負

担
さ
せ
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
政
府

は
診
療
報
酬
に
消

費
税
増
税
分
が
上

池
晃
参
議
院
議
員
（
共
産
）
の
各

氏
が
出
席
し
、
順
番
に
あ
い
さ

つ
。
安
倍
政
権
に
よ
る
消
費
税
増

税
は
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
も

の
で
は
な
く
、
景
気
を
悪
化
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
す
ぐ
に
中
止
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け

人
の
各
氏
も
集
会
で
発
言
。
医
療

分
野
か
ら
は
、
本
田
宏
医
師
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理

事
長
）
と
住
江
憲
勇
保
団
連
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。
住
江
先
生

は
、「
消
費
税
増
税
後
も
安
倍
政

権
は
社
会
保
障
の
改
悪
を
計
画
し

て
お
り
、
社
会
保
障
は
決
し
て
充

実
し
な
い
。
そ
も
そ
も
逆
進
性
の

あ
る
消
費
税
は
所
得
再
分
配
機
能

を
持
つ
社
会
保
障
の
財
源
に
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
」
と
、
消
費
税
の

問
題
点
を
訴
え
た
。

　

集
会
終
了
後
に
参
加
者
は
、
道

行
く
市
民
に
10
月
の
消
費
税
増
税

中
止
を
訴
え
な
が
ら
、
東
京
駅
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

集
会
開
始
前
に
は
、
国
会
議
員

へ
の
要
請
も
実
施
。
川
西
副
理
事

長
が
議
員
会
館
で
、
兵
庫
県
選
出

の
各
議
員
に
対
し
、
消
費
税
増
税

を
中
止
す
る
よ
う
、
要
請
し
た
。

５・24消費税いま上げるべきではない　中央集会

参
加
者
は
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
の
紙
を
掲
げ
て

増
税
反
対
の
決
意
を
新
た
に
し
た　
　
　
　
　
　
　

吉田静雄先生（左）が、増税反対を国会議員に迫っていくと
発言した。右は川西敏雄副理事長　　　　　　　　　　　　

　

消
費
税
増
税
中
止
へ
力
合
わ
そ
う
―
―
。
全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
も
参
加
す
る

「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
主
催
す
る
「
消
費
税
い
ま
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い　

５
・
24
中
央
集
会
」
が
５
月
24
日
、
東

京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら

は
、
川
西
敏
雄
副
理
事
長
、
吉
田
静
雄
先
生
（
尼

崎
中
央
病
院
会
長
・
元
全
日
本
病
院
協
会
監
事
）

が
参
加
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
吉
田
静
雄
先

生
が
、
病
院
経
営
者
の
立
場
か
ら
消
費
税
に
反
対

す
る
主
旨
の
発
言
を
し
た
。
参
加
者
は
、
10
月
の

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た

後
、
東
京
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
。

消費税10％中止させよう消費税10％中止させよう

歯科署名にご協力ください

集
ま
っ
た
署
名
は

ご
返
送
く
だ
さ
い

６
月
10
日
現
在

２
５
５
１
筆

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
署
名

ご
注
文
は
☎
078
ー
393
ー

１
８
０
９
ま
で

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
１
５
０
０
人

街頭宣伝・署名用紙のお問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

お問い合わせは、☎078－393－1805 共済部まで

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

10月消費税10％ストップ署名

６
月
10
日
現
在 

１
３
３
８
筆

街頭宣伝にもご参加を！
　10月消費税10％ストップ！ネットワーク
は、消費税増税中止を求める街頭宣伝を行
っています。宣伝の内容は、増税反対のス
ピーチと、署名集めです。みなさんもぜひ
ご参加ください。

日　時　６月22日（土）13時～14時
宣伝場所　元町・大丸前

春の共済制度普及春の共済制度普及
 ６月25日締切迫る！ ６月25日締切迫る！
資産形成におすすめ
保険医年金＋積立年金DefL（デフエル）
最高１億2000万円の高額保障
グループ保険＋新グループ保険
休業時の備えは必須
休業保障制度＋所得補償保険

６
面
に
案
内

６
面
に
案
内

創
作
落
語
と
漫
談
の
会　

大
い
に
楽
し
む

創
作
落
語
と
漫
談
の
会　

大
い
に
楽
し
む

　

文
化
部
は
５
月
25
日
、

協
会
会
議
室
で
保
険
医
寄

席
特
別
編
「
創
作
落
語
と

漫
談
の
会
」
を
開
催
。
好

評
だ
っ
た
新
春
落
語
会
に

続
く
開
催
で
桂
三
風
師
匠

（
写
真
上
）、
小
林
康
二

氏
（
コ
バ
ヤ
ン
・
笑
工
房

代
表
・
写
真
右
）
を
演
者

に
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
家

族
ら
55
人
が
参
加
し
、
ナ

マ
の
落
語
を
大
い
に
楽
し

ん
だ
（
次
号
に
感
想
文
を

掲
載
予
定
）。
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５
月
31
日
、
改
正
災
害
弔
慰
金

法
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立

し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被

災
者
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
国
の

「
災
害
援
護
資
金
」
の
返
済
免
除

の
対
象
を
低
所
得
者
に
拡
大
す
る

も
の
で
、
20
数
年
来
の
運
動
が
実

っ
た
。

　

現
職
の
三
村
氏
は
、
４
期
16
年

知
事
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

東
北
・
北
海
道
新
幹
線
開
通
で
２

６
０
０
億
円
を
地
元
負
担
す
る
な

ど
、
国
策
に
追
従
し
す
ぎ
た
歪
み

も
目
立
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
青
森
協
会
の
佐
原

理
事
が
立
候
補
さ
れ
、
野
党
共
闘

で
の
支
援
が
決
ま
り
、
兵
庫
協
会

に
青
森
協
会
か
ら
応
援
依
頼
が
届

き
、
青
森
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

現
地
で
弁
士
活
動
を
行
い
、
青
森

津
軽
地
方
（
旧
津
軽
藩
）
と
東
側

の
南
部
地
方
（
旧
南
部
藩
）
に
二

分
し
て
い
ま
す
。
両
藩
は
江
戸
時

代
か
ら
折
り
合
い
が
悪
く
、
幕
末

期
に
は
新
政
府
側
と
幕
府
側
に
分

か
れ
、
現
在
も
大
き
な
し
こ
り
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
佐
原
氏

は
津
軽
の
弘
前
市
、
三
村
氏
は
南

部
の
八
戸
市
出
身
な
の
で
す
！

・
平
均
寿
命
が
全
国
最
低
。
三
村

知
事
は
初
当
選
時
か
ら
「
短
命
県

返
上
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
い
ま
だ

に
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。
り
ん
ご

を
食
べ
て
い
る
の
に
何
故
？　

と

の
素
朴
な
疑
問
に
青
森
協
会
の
廣

野
事
務
局
長
の
答
え
は
「
食
べ
る

の
は
津
軽
藩
だ
け
で
す
」。

・
南
部
で
は
あ
ま
り
リ
ン
ゴ
を
食

べ
る
習
慣
が
な
く
、
八
戸
市
の
名

物
は
イ
カ
で
、
漁
獲
高
日
本
一
だ

そ
う
で
す
。
東
通
原
発
や
六
カ
所

村
再
処
理
工
場
な
ど
原
子
力
関
連

施
設
は
南
部
に
あ
り
、
原
子
力
マ

ネ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
南
部
に
落
と

さ
れ
、
津
軽
に
は
あ
ま
り
流
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
原
子
力

関
連
施
設
の
職
員
は
、
施
設
か
ら

離
れ
た
八
戸
か
ら
通
勤
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

・
日
本
一
の
砂
丘
は
青
森
県
に
あ

る
猿
ヶ
森
砂
丘
で
す
。
鳥
取
砂
丘

の
30
倍
の
広
さ
の
こ
の
砂
丘
は
、

ほ
と
ん
ど
が
自
衛
隊
の
射
撃
場
で

立
ち
入
り
禁
止
で
す
。
近
く
の
三

沢
米
軍
基
地
や
東
通
原
発
と
と
も

に
、
一
帯
は
観
光
マ
ッ
プ
で
空
白

と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
宝
の
持

ち
腐
れ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
兵
庫
県
で
も
工
場
誘
致
の
失
敗

に
よ
り
自
治
体
が
損
失
を
被
り
ま

し
た
が
、
同
様
の
こ
と
が
青
森
県

で
も
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
長
期

政
権
に
よ
る
失
政
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
羅
列

し
ま
し
た
。

　

同
行
の
住
友
先
生
は
「
帰
っ
て

こ
い
よ
」
の
替
え
歌
を
ア
カ
ペ
ラ

で
披
露
し
、
佐
原
候
補
を
応
援
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
両
藩
と
も

度
肝
を
抜
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
32
度
の
猛
暑
の
中
で
の
熱
唱

で
し
た
。

　

佐
原
候
補
は
以
上
の
問
題
点
の

改
善
を
訴
え
、
県
民
医
療
の
改

善
、
地
産
地
消
に
よ
る
経
済
創

生
、
廃
炉
技
術
の
確
立
と
そ
の
活

用
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
、
日

本
一
の
砂
漠
の
観
光
化
、
一
次
産

業
の
保
護
、
そ
し
て
二
次
・
三
次

産
業
の
育
成
を
訴
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
国
追
従
姿
勢
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
安
倍
政
権

を
痛
烈
に
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
、
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
、
国
保
へ
の
公
費
投
入
な
ど
全

国
知
事
会
の
発
言
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
佐
原
新
知
事
誕
生
と
と
も

に
全
国
知
事
会
を
通
し
て
国
政
に

新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ

る
こ
と
を
願
い
、
青
森
を
発
ち
ま

し
た
。

県
の
地
域
性
や

特
殊
性
に
気
づ

き
ま
し
た
。
以

下
羅
列
し
ま

す
。

・
八
甲
田
山
と

い
う
単
独
の
山

は
あ
り
ま
せ

ん
。
八
甲
田
連

山
と
称
さ
れ
る

18
の
山
で
構
成

さ
れ
、
そ
の
八

甲
田
連
山
が
青

森
県
を
西
側
の

　

免
除
基
準
は
、
住
民
税
な
ど
を

除
い
た
年
間
所
得
が
１
５
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と
、
資
産
性
の
高

い
家
に
住
ん
で
い
な
い
こ
と
、
預

貯
金
額
が
20
万
円
以
下
な
ど
で
、

未
償
還
額
の
７
割
超
が
免
除
と
な

る
。

　

法
成
立
に
先
立
ち
、
５
月
29
日

に
は
協
会
・
保
団
連
も
参
加
す
る

「
災
害
被
災
者
支
援
と
災
害
対
策

改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
（
災

対
連
）」
が
衆
議
院
議
員
会
館
で

第
20
回
総
会
と
、
国
会
内
集
会
を

開
催
。
協
会
か
ら
加
藤
擁
一
副
理

事
長
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
の
支
援
限
度
額
を
５
０
０

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
２
０
１
９
年
度
方
針
を
採

択
し
た
。
集
会
で
は
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
被
災
者
・
支
援
者
が
、

内
閣
府
や
復
興
庁
に
対
し
、
生
活

再
建
支
援
を
拡
充
す
る
よ
う
求
め

た
。

し
た
。
私
た
ち
が
長
年

要
求
し
続
け
て
き
て
よ

う
や
く
実
現
し
た
も
の

で
あ
り
、
歓
迎
し
た

い
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災

時
は
、
国
に
生
活
再
建

資
金
を
支
給
す
る
制
度

が
な
く
、
被
災
者
に
自

治
体
を
通
じ
て
お
よ
そ

５
万
７
千
件
（
総
額
約

１
３
０
９
億
円
）
の
災

害
援
護
資
金
が
３
％
の

利
率
で
貸
し
付
け
ら
れ

た
。

　

１
９
９
８
年
に
は
被
災
者
ら
の

運
動
が
実
り
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
が
制
定
さ
れ
、
住
宅
再
建

資
金
と
し
て
最
大
３
０
０
万
円
の

支
給
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
阪
神
・
淡
路
の
被
災
者
に

は
遡
及
適
用
が
な
さ
れ
ず
、
多
く

の
被
災
者
の
借
金
苦
の
原
因
と
な

っ
て
い
た
。
昨
年
９
月
末
現
在
で

約
53
億
円
分
が
未
返
済
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
返
済
能
力
の
な
い
被

災
者
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
も
加
盟
す

る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復

興
兵
庫
県
民
会
議
は
、
こ
れ
ま
で

も
神
戸
市
な
ど
と
話
し
合
い
、
少

額
返
済
な
ど
を
認
め
さ
せ
て
き

た
。
国
は
２
０
１
５
年
、
従
来
は

借
受
人
と
保
証
人
の
死
亡
か
重
度

障
害
と
し
て
い
た
免
除
対
象
を
、

生
活
保
護
や
自
己
破
産
世
帯
、
弁

済
が
見
込
め
な
い
と
自
治
体
が
判

断
し
た
人
に
も
拡
大
す
る
こ
と
を

自
治
体
に
通
知
し
て
い
た
が
、
今

回
の
立
法
は
そ
れ
が
明
確
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

「
災
害
援
護
資
金
」
は
、
２
０

１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
特

例
と
し
て
利
率
１
・
５
％
で
、
保

証
人
が
い
れ
ば
無
利
子
、
返
済
期

間
も
10
年
か
ら
13
年
に
延
び
る
な

ど
貸
し
付
け
条
件
が
緩
和
さ
れ
た

が
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で

は
、
ま
た
、
元
の
貸
付
条
件
に
戻

さ
れ
た
。

　

東
日
本
の
被
災
地
で
は
、
今
後

本
格
的
に
返
済
の
時
期
に
入
る

が
、「
生
活
が
厳
し
い
」「
病
気
に

な
り
治
療
費
が
か
さ
む
」
な
ど
の

理
由
か
ら
、
仙
台
市
や
石
巻
市
で

の
滞
納
率
は
25
％
以
上
と
な
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
経
験
し
た
者
と
し
て
、
同
法

の
「
災
害
援
護
資
金
」
貸
し
付
け

条
件
を
東
日
本
大
震
災
並
み
に
す

る
こ
と
や
、
返
済
に
あ
た
っ
て
は

被
災
者
の
生
活
状
況
を
十
分
に
考

慮
し
て
、
猶
予
や
免
除
を
行
う
こ

と
を
さ
ら
に
求
め
て
い
く
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、「
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
」
を
拡
充
し
、
借
金
に

頼
ら
な
く
て
も
住
宅
や
生
活
の
再

建
が
可
能
に
な
る
よ
う
求
め
て
、

運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
自
然

災
害
が
毎
年
相
次
ぐ
中
、
国
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
制
度
の
改
善

を
求
め
て
い
き
た
い
。

集会で発言する加藤副理事長

佐原若子知事候補（右端）と青森県保険医協会
大竹進顧問（右２人目）に住友評議員（左端）、
川西副理事長（左２人目）が募金を手渡した　

（
５
月
11
日　

理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

23
人

◇
情
勢　

税
金
で
支
援
さ
れ
て
い

る
は
ず
の
「
国
公
立
」
病
院
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
寄
付
を
募

る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
に
資
金
を
頼
る
例
が
増
え
て

い
る
。
朝
日
新
聞
は
「
民
間
の
医

療
機
関
が
二
の
足
を
踏
む
医
療
の

提
供
を
国
や
自
治
体
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
の
に
、
役
割
を
果
た
す

た
め
の
費
用
を
自
分
た
ち
で
集
め

ろ
と
い
う
の
は
『
あ
る
べ
き
姿
』

な
の
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
10
月
消

費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
賛
同
者
数
の
到
達
や
５

／
９
に
開
催
さ
れ
た
二
宮
厚
美
神

戸
大
名
誉
教
授
講
演
、
②
「
み
ん

な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」

署
名
が
会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
を
含
め

２
万
２
７
３
７
筆
、
会
員
参
加
率

11
・
８
％
と
な
り
、
桜
井
周
衆
議

（
４
月
27
日　

理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

日
経
新
聞
が
、
４
月
13

日
付
の
記
事
で
、
三
田
市
の
中
学

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の

窓
口
で
の
自
己
負
担
を
ゼ
ロ
か
ら

一
部
有
料
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
18
年
７
〜
12
月
の
市

の
助
成
件
数
が
前
年
同
期
比
で
９

％
、
助
成
金
額
が
14
％
減
っ
た
と

報
道
。
森
哲
男
市
長
が
「
無
料
だ

か
ら
と
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
的
な
受

診
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

発
言
し
た
と
紹
介
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
前
述
の
日

経
新
聞
記
事
に
反
論
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
②
「
10
月

消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
請
願
署
名
・
賛
同
者

呼
び
か
け
、
今
後
の
街
頭
宣
伝
と

５
／
９
二
宮
厚
美
神
大
名
誉
教
授

院
議
員
（
立
憲
）、
山
下
芳
生
・

大
門
実
紀
史
両
参
議
院
議
員
（
共

産
）
を
紹
介
議
員
と
し
て
国
会
へ

提
出
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

総
会
目
標
７
５
０
０
人
ま
で

あ
と
一
歩
と
迫
っ
て
き
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
勤
務
医
へ
の
入
会

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。

◇
審
査
対
策
部　

「
近
畿
厚
生
局

管
内
で
実
施
し
て
い
る
個
別
指
導

等
に
関
す
る
要
望
」
案
が
承
認
さ

れ
た
。

◇
庶
務
部　

協
会
設
立
50
周
年
記

念
講
演
・
祝
賀
会
招
待
状
の
対
象

と
件
数
、
会
員
・
来
賓
へ
の
案

内
、
50
年
史
を
１
万
２
０
０
０
部

作
成
す
る
こ
と
、
祝
賀
会
へ
の
参

加
を
広
げ
る
こ
と
、
記
念
品
と
し

て
ネ
ー
ム
入
り
ハ
ン
ガ
ー
を
作
成

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

学
習
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け
、
③

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負

担
増
」
署
名
が
会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名

を
含
め
２
万
２
６
５
５
筆
、
会
員

参
加
率
11
・
８
％
と
な
っ
た
こ

と
、
④
統
一
地
方
選
挙
に
あ
た
っ

て
の
取
り
組
み
と
結
果
等
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
経
営
対
策

懇
談
会
「
療
養
病
床
の
経
営
戦
略

と
『
介
護
医
療
院
』
最
前
線
」

（
４
／
13
、
講
師
：
日
経
ヘ
ル
ス

ケ
ア
編
集
部　

二
羽
は
る
な

氏
）、
②
保
険
医
協
会
・
兵
庫
医

大
病
院
「
第
１
回
病
診
連
携
エ
ッ

セ
ン
ス
交
流
会
」（
４
／
６
）、
③

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
歯
科
診
療
報
酬
厚

労
省
要
請
行
動
（
３
／
14
）
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

◇
春
の
組
織
強
化
月
間　

月
間
目

標
７
６
０
０
人
の
達
成
を
め
ざ
す

こ
と
、
総
会
目
標
７
５
０
０
人
に

あ
と
13
人
と
迫
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

青
森
県
知
事
選
挙
支
援

「災害援護資金」返済免除が拡大

阪神・淡路の被災者の
運動が実を結ぶ

現
地
で
学
ん
だ

青
森
県
政
の
課
題

副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

参 加 記
　

６
月
２
日
投
開
票
の
青
森
県
知

事
選
挙
に
あ
た
り
、
青
森
協
会
理

事
で
歯
科
医
師
の
佐
原
若
子
氏

が
、
医
科
・
歯
科
連
携
や
原
発
ゼ

ロ
な
ど
を
掲
げ
て
立
候
補
し
た
。

青
森
協
会
か
ら
の
支
援
要
請
を
受

け
、
兵
庫
協
会
は
５
月
25
日
の
理

事
会
で
支
援
を
決
定
。
川
西
敏
雄

副
理
事
長
、
住
友
直
幹
評
議
員
を

現
地
に
派
遣
し
、
理
事
会
で
集
め

た
募
金
を
手
渡
し
た
。
結
果
は
、

現
職
の
三
村
申
吾
氏
が
再
選
し
、

佐
原
氏
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の

の
、
10
万
票
を
得
て
善
戦
健
闘
し

た
。
川
西
副
理
事
長
の
参
加
記
を

掲
載
す
る
。

談 話

さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充
を

副
理
事
長　
　

加
藤　

擁
一

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

吉
田　

鉄
也
先
生

明
石
市　

内
・
小
児
科

５
月
22
日 

亨
年
87
歳

松
本
三
千
雄
先
生

姫
路
市　

歯
科

５
月
26
日 

亨
年
68
歳

兵庫県社会保障推進協議会・神戸市協議会

ご注文やお問い合わせは、☎078－393－1807まで

　各種の制度利用により、高すぎる国保料等市民の負担軽減を図ろ
うと、６月下旬に神戸市内各区で市民対象の相談会を開催します。
相談会をお知らせするポスター（５月月刊保団連同封）・ミニチラ
シを待合室・窓口等で活用ください。

　

改
正
災
害
弔
慰
金
法
の
成
立
を
受
け
て
の
加
藤
副
理
事
長
の
談
話

を
掲
載
す
る
。

　

災
害
被
災
者
に
最
大
３
５
０
万

円
を
貸
し
付
け
た
「
災
害
援
護
資

金
」
の
返
済
免
除
要
件
を
拡
大
す

る
災
害
弔
慰
金
法
改
正
案
が
成
立

神戸市内いっせい国保等相談会神戸市内いっせい国保等相談会
待合室・窓口でポスター・ミニチラシご活用ください待合室・窓口でポスター・ミニチラシご活用ください
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加
古
川
・
高
砂
支
部
は
５
月
11

日
に
職
員
接
遇
研
修
会
「
患
者
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

実
践
編
〜
」
を
加
古
川
市
内
で
開

催
し
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
26

人
が
参
加
し
た
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松
田
幸
子
先

生
が
講
師
を
務
め
た
。
加
古
川
中

央
市
民
病
院
の
金
澤
尊
子
氏
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

日
本
で
は
高
齢
者
社
会
が
現
実

の
も
の
と
し
て
問
題
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
糖
尿
病

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
壮
年
者
を

念
頭
に
置
い
た
合
併
症
予

防
を
主
眼
と
し
た
治
療
だ

け
で
は
な
く
、
す
で
に
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
や
フ
レ
イ

ル
、
認
知
症
と
い
っ
た
高

齢
者
特
有
の
病
態
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
丁

寧
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
合
併
症
を
抱
え
た
高

齢
者
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
、
個

別
化
治
療
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
、

高
齢
者
糖
尿
病
の
治
療
目
標
が
日

本
老
年
医
学
会
と
日
本
糖
尿
病
学

会
の
合
同
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
梶
尾
先
生

か
ら
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
、
明

日
へ
の
診
療
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先

生
の
関
わ
ら
れ
た
研
究
活
動
や
情

報
提
供
活
動
に
つ
い
て
も
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

梶
尾
先
生
は
５
月
か
ら
副
院
長

に
就
任
さ
れ
た
ば
か
り
だ
そ
う

で
、
そ
の
よ
う
な
ご
多
忙
の
中
、

神
戸
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
多
く

の
情
報
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
有

意
義
な
日
に
な
り
ま
し
た
。

 

【
灘
区　

小
谷　
　

圭
】

　

神
戸
支
部
は
５
月
11
日
に
研
究
会
「
高
齢
者
の
糖
尿
病
対
策
〜
安

全
か
つ
良
質
な
糖
尿
病
治
療
を
目
指
し
て
〜
」
を
協
会
会
議
室
で
開

催
し
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
53
人
が
参
加
し
た
。
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
副
院
長
で
糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
科
診
療
科
長
の

梶
尾
裕
先
生
が
講
師
を
務
め
た
。
司
会
を
務
め
た
小
谷
圭
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

私
た
ち
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス

タ
ン
ト
（
Ｍ
Ａ
）
は
、
患
者
さ
ん

と
密
に
接
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
て
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
私
た
ち
５
名
は
、
当
院
に

所
属
す
る
Ｍ
Ａ
約
70
名
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
接
遇
係
と
し
て
、
身
だ

し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
や
接
遇
マ
ナ
ー

の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

せ
ん
。
中
で
も
笑
顔
は
、
相
手
を

安
心
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、
挨
拶
。
自
ら
勇
気

を
持
っ
て
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
、

相
手
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
声
の
表
情
を
豊
か

に
す
る
こ
と
。
表
情
や
言
い
方
一

つ
で
、
相
手
が
受
け
取
る
印
象
が

１
８
０
度
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
意
識
し
て

自
ら
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
身

に
付
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
研
修
で
得
た
こ
の
三
つ
を

Ｍ
Ａ
全
員
で
共
有
し
、
患
者
対
応

に
活
か
せ
る
よ
う
心
が
け
、
ま
た

多
職
種
と
の
連
携
の
た
め
よ
り
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
、
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
加
古
川
中
央
市
民
病
院　

メ
デ

ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

 

金
澤　

尊
子
】

ョ
ン
（
形
の
な
い
物
を

形
に
し
て
伝
え
る
こ

と
）
は
、
難
し
く
、
頭

で
は
分
か
っ
て
い
て
も

実
践
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
ポ
イ
ン
ト
は

三
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
顔
の
表

情
を
豊
か
に
す
る
こ

と
。
気
持
ち
は
同
じ
で

も
、
表
情
が
伴
わ
な
け

れ
ば
相
手
に
伝
わ
り
ま

松田先生（上）を講師に、体を使いながら
実践的にコミュニケーションを学んだ　　

高齢者の糖尿病治療のポ
イントを話す梶尾先生　

感 想 文

感 想 文

加
古
川
・
高
砂
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

加
古
川
・
高
砂
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

神
戸
支
部　

研
究
会

神
戸
支
部　

研
究
会

接
遇
で

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

高
齢
者
の
特
徴
を
理
解
し

個
別
の
治
療
が
重
要

歯科保険請求
108

〈不合理と思われる事例〉

◆『平成29年度個別指導（歯科）における
 主な指摘事項』より抜粋⑤◆

※ 近畿厚生局HPに29年度分が掲載
されていますのでご確認下さい。

【画像診断】
（１）算定要件を満たしていない画
像診断における診断料を算定してい
る例が認められたので改めること。
　画像診断（全顎撮影、歯科エック
ス線撮影、歯科パノラマ断層撮影、
歯科用３次元エックス線断層撮影）
を行った場合に、①写真診断に係る
必要な所見を診療録に記載していな
かった。②診療録に記載している写
真診断に係る必要な所見が実態と異
なっていた。③診療録に記載すべき
内容（写真診断に係る必要な所見）
について、画一的に記載していたま
たは記載が不十分だったので、適切
に記載すること。
（２）不適切な画像診断に係る一連
の費用を算定している例が認められ
たので改めること。
①治療に必要な部位が撮影されてい
なかった。②画像が不鮮明で診断に
利用できなかった。③撮影枚数を誤
って算定していた。④エックス線フ

ィルム（または電子化したデータ）
を紛失した例が認められたので、適
切に整理・保管すること。⑤撮影し
た歯科用エックス線写真において、
不鮮明なもしくは撮影年月日または
患者氏名が判断できない例が認めら
れたので、適切に取り扱うこと。⑥
歯科パノラマ断層撮影において、位
置づけを適切に行っていない例が認
められたので改めること。⑦一連の
症状を確認するため、同一部位に撮
影を行った歯科エックス線撮影につ
いて、それぞれの所定点数で算定し
ている例が認められたので改めるこ
と。⑧必要性の認められない歯科用
３次元エックス線断層撮影を算定し
ている不適切な例が認められたので
改めること。⑨歯科エックス線撮影
において、診断料または撮影料を誤
って算定している例が認められたの
で改めること。⑩パノラマエックス
線フィルムに不適切な書き込みを行
っている例が認められたので改める
こと。⑪全顎撮影において、撮影部
位を重複して撮影している不適切な
例が認められたので改めること。

Ｑ１　既補綴歯の歯頸部に大きなう
蝕があり、FMC除去、う蝕除去を行
ったが、ポストコアのポストが長く
て太いので、歯根破折の恐れがある
ため完全除去が困難な場合、ポスト
を一部残してレジンコアにしたいが
算定可能か。歯質が多い場合には、
スクリューポストなしで算定可能と
なっているのと同様に考えて良い
か。
Ａ１　現状のルールでは算定不可で
す。不合理だと思います。
Ｑ２　ファイバーポストは１根管に

つき１本に限り算定する。臼歯部に
使用する場合１歯につき２本に限り
算定できるとなっている。小臼歯の
場合、圧平根などで２根管が、８の
字の様な形でつながって１根管にな
っている場合、太いポストを入れる
と破折するリスクがあるので、細い
ポストを２本入れるのがスタンダー
ドだと思うが、保険請求は２本算定
可能か。
Ａ２　現状のルールでは１本のみの
算定となり、不合理だと思います。
※不合理事例は協会までお寄せください

第５回　病院歯科懇談会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　６月26日（水）19時～21時　　会　場　協会５階会議室
話題提供　川村　雅之先生（協会副理事長）
　　　　 西田　哲也先生（神戸市立医療センター西市民病院・歯科口腔

外科医長）
コーディネーター
　　　　足立　了平先生（神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科特命教授）
※県内病院歯科の歯科勤務医、歯科衛生士のみなさまぜひご参加ください

　皮膚疾患は患者自ら目視可能であり“ついでに”相談する場合も多
い。皮膚科専門医以外の先生方は当惑される場合もあるかと思われる
が、診察のコツを習得すれば専門医にバトンを渡すまでの“外さない診
療”も可能となる。例えば一般市民も何気なく使用する“湿疹”という
用語は立派な診断名であり、その定義と診断法を知らなければ何気なく
素通りしてしまう皮膚疾患となる。しかし、“皮脂欠乏性湿疹”と“脂
漏性湿疹”では病態は勿論、治療法までもが異なる。“足白癬”の訴え
は多いが、その鑑別診断には疾患発症機序に基づいたアセスメントのコ
ツがあり、それを知らなければ“とりあえず水虫薬！”という市販薬と
何ら変わりのないアウトカムが待っている。本講演では、ありふれた皮
膚疾患診療のコツと専門医に委ねるべきタイミングについて平易な言葉
を用いて解説を試みたい。こっそり参加していただければ先生のスキル
アップ間違いなし！となる…予定である。
 【安部　記】

日　時　７月６日（土）16時50分～　　会　場　協会５階会議室
講　師　医療法人社団　廣仁会　札幌皮膚科クリニック　
 院長　安部　正敏先生
共　催　大鵬薬品工業株式会社

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

これだけは押さえておきたい皮膚科診察のコツ
～こっそり学ぶ！ありふれた皮膚疾患～

第554回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

病院歯科での保険請求の解説と交流病院歯科での保険請求の解説と交流
P治療の流れ、周術期と連携、医管などP治療の流れ、周術期と連携、医管など
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協
会
が
５
月
19
日
に
開
催

し
た
第
95
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・

執
行
部
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

す
る
。

地域の医師と力合わせ社会保障改善地域の医師と力合わせ社会保障改善
第95回 評議員会　詳報

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

公
的
保
険
制
度
の
拡
充
を

堂
々
と
要
求
し
て
い
こ
う

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

　

政
府
は
、
財
政
赤
字
の
主
因
を

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増

加
に
押
し
付
け
、「
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
」
と
称
し
た
「
消

費
税
増
税
」
と
「
社
会
保
障
費
の

抑
制
」
に
よ
る
財
政
健
全
化
路
線

を
加
速
し
て
い
る
。
し
か
し
消
費

税
増
税
に
よ
る
増
収
分
は
、
法
人

税
と
所
得
税
の
減
税
に
よ
り
相
殺

さ
れ
て
、
社
会
保
障
は
拡
充
し
て

い
な
い
の
が
実
際
だ
。

　

尼
崎
市
内
の
生
活
保
護
指
定
医

療
機
関
に
対
す
る
個
別
指
導
が
行

き
過
ぎ
た
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

訪
問
診
療
が
必
要
だ
と
医
師
が
判

断
し
た
患
者
に
対
し
て
「
通
院
は

可
能
だ
」
と
尼
崎
市
の
担
当
者
が

決
め
付
け
た
り
、
複
数
医
療
機
関

に
よ
る
重
複
請
求
で
、
５
年
分
に

該
当
す
る
点
数
の
返
還
を
一
方
的

に
通
知
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
異

常
な
指
導
だ
。

　

政
府
は
、「
負
担
の
公
平
化
」

と
称
し
て
「
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
引
き
上
げ
」
や
「
介
護
の
利

用
者
負
担
増
」
も
必
要
と
し
て
い

る
。
し
か
し
窓
口
負
担
増
は
、
経

済
的
弱
者
、
健
康
弱
者
を
公
的
医

療
か
ら
遠
ざ
け
、
受
診
抑
制
や
重

症
化
の
危
険
性
が
あ
り
、
公
的
保

険
制
度
と
し
て
は
本
末
転
倒
だ
。

　

さ
ら
に
、
保
険
給
付
範
囲
の
縮

小
と
、
急
性
期
病
床
の
削
減
も
計

画
し
て
い
る
。「
公
定
価
格
の
適

正
化
」
と
し
て
診
療
報
酬
の
抑
制

も
方
針
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
費
の
増
加
原
因
は
、
高
齢

化
な
ど
が
半
分
程
度
、
残
り
半
分

は
、
医
療
の
高
度
化
で
あ
る
。
政

府
は
、
社
会
保
障
費
の
実
質
的
な

増
加
を
「
高
齢
化
に
よ
る
増
加
分

に
相
当
す
る
伸
び
に
お
さ
め
る
」

方
針
を
持
続
し
、
診
療
報
酬
や
医

師
や
医
療
機
関
に
対
す
る
国
家
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
い
っ
そ
う
強
め

る
こ
と
で
、
医
療
費
増
加
を
抑
制

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

医
学
の
進
歩
や
新
技
術
、
あ
る
い

は
医
師
や
医
療
従
事
者
の
仕
事
の

評
価
を
蔑
ろ
に
す
る
、
言
い
換
え

れ
ば
、
少
な
い
施
設
と
人
員
で
、

安
上
が
り
の
医
療
を
提
供
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

欧
州
諸
国
の
成
熟
し
た
国
家
の

よ
う
に
、
社
会
保
障
充
実
と
経
済

成
長
の
両
立
は
可
能
だ
。
国
民
の

命
と
健
康
を
守
る
医
療
団
体
と
し

て
、
財
源
論
に
必
要
以
上
に
拘
泥

す
る
こ
と
な
く
、
最
適
な
医
療
に

必
要
な
医
療
費
を
、
臆
す
る
こ
と

な
く
要
求
し
て
い
こ
う
。

　

現
在
会
員
数
は
７
４
９
７
人
と

な
っ
て
い
る
。
先
生
方
に
は
、
紹

介
状
な
ど
で
組
織
拡
大
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　

尼
崎
市
は
、
根
拠
法
と
し
て
生

活
保
護
法
４
条
「
補
足
性
の
原

理
」
と
し
て
い
た
が
、
協
会
の
厚

労
省
要
請
を
通
じ
、
補
足
性
の
原

理
は
指
導
の
根
拠
に
当
た
ら
な
い

と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
根
拠
に

基
づ
か
な
い
尼
崎
市
の
指
導
に
対

し
、
協
会
も
追
及
を
強
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

尼
崎
市
の
個
別
指
導

是
正
を
求
め
る尼崎支部

船越正信評議員代理

優
れ
た
医
療
・
介
護
制
度
を

整
備
す
べ
き

北阪神支部

谷口紀善評議員

　

現
在
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
人
は
６
０
０
万
人
と
も
言
わ
れ

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
東
日
本

大
震
災
・
熊
本
地
震
被
災
地
へ
の

支
援
と
地
域
交
流
の
目
的
で
、
２

月
23
日
に
「
第
11
回
被
災
地
交
流

／
物
産
―
物
品
展
」
を
開
催
し
た

ほ
か
、
支
部
世
話
人
が
東
日
本
大

震
災
被
災
地
を
訪
問
し
、
仮
設
住

宅
入
居
者
の
方
や
現
地
医
師
な
ど

と
懇
談
を
行
っ
た
。

　

３
月
30
日
に
は
西
宮
市
の
借
り

　

北
播
支
部
は
、
西
脇
市
３
月
定

例
議
会
に
「
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
原
則
１
割
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願

書
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
一
環

で
、
文
教
民
生
常
任
委
員
会
で
私

　

震
災
や
建
物
解
体
時
の
ア
ス
ベ

ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
対
策

は
喫
緊
の
課
題
だ
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
直
後
に
環
境
庁
が
行
っ
た

ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
調
査
の
対
象
は

白
石
綿
の
み
で
、
危
険
性
の
高
い

　

18
年
３
月
24
日
発
表
の
自
民
党

の
憲
法
修
正
案
で
は
、「
緊
急
事

態
条
項
の
新
設
（
73
条
の
二
）」

「
９
条
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
（
９

条
の
二
）」「
国
会
議
員
の
任
期
の

延
長
（
64
条
の
二
）」
な
ど
で
立

憲
主
義
を
脅
か
す
点
が
多
数
散
見

さ
れ
て
お
り
、
大
問
題
だ
。

　

緊
急
事
態
条
項
は
不
要
で
、
ま

た
専
制
独
裁
の
可
能
性
が
あ
り
、

民
主
主
義
に
と
っ
て
、
大
変
危
険

だ
と
考
え
る
。
９
条
へ
の
自
衛
隊

追
記
も
「
後
法
優
越
の
原
理
」
か

ら
、
９
条
１
項
、
２
項
が
死
文
化

す
る
。
今
の
条
文
で
個
別
的
自
衛

権
は
保
持
で
き
る
の
で
、
自
衛
隊

の
追
記
は
反
対
だ
。
日
本
の
憲
法

改
正
も
、
ア
メ
リ
カ
の
例
に
倣

い
、
原
文
を
保
持
し
、
最
後
尾
に

修
正
条
文
を
付
記
す
る
の
が
良
い

と
考
え
る
。

て
い
る
が
、
介
護
職
員
は
不
足
し

て
い
る
。
介
護
職
員
の
給
与
は
低

く
、
10
連
休
も
全
く
休
め
な
い
く

ら
い
忙
し
い
人
も
い
る
。
こ
の
介

護
の
現
状
に
つ
い
て
国
は
、
急
激

な
高
齢
化
に
危
機
感
を
持
ち
、
地

域
包
括
ケ
ア
に
よ
っ
て
、
一
人
で

も
多
く
の
健
康
な
高
齢
者
を
つ
く

る
と
し
て
い
る
。

　

日
本
は
先
進
国
で
最
も
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
中
国

な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も
急
激
に

高
齢
化
が
進
む
。
そ
こ
で
、
日
本

は
、
優
れ
た
医
療
・
介
護
制
度
を

設
計
す
べ
き
だ
。
そ
し
て
官
民
一

体
で
、
今
後
高
齢
化
が
進
む
国
々

に
制
度
の
輸
出
、
指
導
を
行
う
べ

き
だ
。
２
０
５
０
年
に
は
日
本
の

経
済
規
模
は
50
位
ま
で
下
が
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
制
度

の
輸
出
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

新
し
い
取
り
組
み
で

支
部
活
動
を
盛
ん
に

北阪神支部

大森英夫評議員

医
師
の
労
働
規
制
へ

医
師
数
と
社
会
保
障
費
拡
充
を

神戸支部

藤末　衛評議員

三
田
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成

改
悪
に
反
対
す
る

北摂・丹波支部

小寺　修評議員

支
部
幹
事
会
の
充
実
へ

淡
路
支
部
の
取
り
組
み

淡路支部

粟田哲司評議員

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

県
に
対
策
強
化
求
め
る

環境・公害対策部

上田進久評議員

後
期
高
齢
者
窓
口
負
担
増

市
議
会
で
反
対
意
見
陳
述

北播支部

柳井映二評議員

自
民
党
の
改
憲
案
の

問
題
点
を
指
摘
す
る

神戸支部

佐々木徹評議員

支
部
活
動
を

地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
に

西宮・芦屋支部

土山雅人評議員

　

北
阪
神
支
部
は
１
月
に
、
新
年

会
を
兼
ね
て
新
春
政
策
研
究
会
を

開
催
し
、
西
山
理
事
長
に
「
医
師

の
働
き
方
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。
２
月
に
は
、

初
と
な
る
「
移
動
幹
事
会
」
を
箕

面
市
で
開
催
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

食
事
、
温
泉
を
楽
し
む
な
ど
、
新

し
い
取
り
組
み
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
各
市
町
議
会
に

「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
原
則

１
割
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
つ
い
て
の
請
願
書
」
を
提
出

し
、
窓
口
負
担
が
増
え
れ
ば
受
診

抑
制
や
重
症
化
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
と
訴
え
た
。
統
一
地

方
選
で
は
、
伊
丹
市
と
宝
塚
市
の

市
会
議
員
選
挙
に
あ
た
り
、
医
療

政
策
を
問
う
会
派
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
要
求
に
応

じ
た
研
究
会
な
ど
を
支
部
で
計
画

し
て
い
き
た
い
。

　

勤
務
医
の
時
間
外
労
働
時
間
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
検
討
会
の
と

り
ま
と
め
が
出
さ
れ
た
。
勤
務
医

の
労
働
時
間
短
縮
と
い
う
要
求
に

は
応
え
る
べ
き
だ
が
、
政
府
の
狙

い
を
注
意
深
く
見
る
べ
き
だ
。

　

日
本
医
師
会
は
、
医
師
の
増
員

な
ど
の
政
策
的
支
援
抜
き
に
は
、

時
間
外
労
働
の
規
制
目
標
が
達
成

困
難
な
施
設
が
相
当
あ
る
と
報
告

し
て
い
る
。
宿
直
ア
ル
バ
イ
ト
等

も
労
働
時
間
に
算
定
さ
れ
る
た

め
、
民
間
病
院
の
医
師
不
足
も
い

っ
そ
う
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

　

急
性
期
病
院
の
若
手
中
堅
医
師

の
労
働
密
度
の
高
さ
が
問
題
の
ネ

ッ
ク
で
、
そ
の
原
因
は
医
師
数
抑

制
策
と
、
入
院
患
者
の
高
回
転
と

在
院
日
数
短
縮
の
強
要
だ
。

　

財
源
論
に
つ
い
て
、
日
本
の
税

収
の
社
会
保
障
支
出
の
割
合
が
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
で
相
対
的
に
高
い
の
は

税
収
が
乏
し
い
か
ら
だ
。
次
の
参

院
選
へ
、
わ
れ
わ
れ
の
財
源
論
を

強
力
に
政
党
に
も
打
ち
出
し
、
き

ち
ん
と
し
た
社
会
保
障
の
財
源
政

策
を
示
す
勢
力
を
伸
ば
そ
う
。

上
げ
復
興
住
宅
だ
っ
た
シ
テ
ィ
ハ

イ
ツ
西
宮
北
口
で
、
二
胡
演
奏
者

の
劉
揚
さ
ん
を
招
い
て
「
二
胡
の

調
べ
と
交
流
会
」
を
開
催
し
、
西

宮
市
の
借
り
上
げ
復
興
住
宅
か
ら

の
追
い
出
し
問
題
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
と
忌
憚
の
な
い
意
見
を
交

流
し
た
。

　

ま
た
、「
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
勉
強

会
や
、「
支
部
忘
年
会
」
な
ど
の

交
流
企
画
も
開
催
し
て
き
た
。

　

新
年
度
も
、「
漢
方
研
究
会
」

「
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
」
な

ど
を
開
催
予
定
の
ほ
か
、
７
月
20

日
に
は
第
39
回
支
部
総
会
記
念
市

民
公
開
講
演
会
「
エ
ッ
グ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
卵
の
研
究
〜
卵
の
栄
養

・
調
理
・
健
康
機
能
〜
」
を
開
催

す
る
予
定
だ
。

が
意
見
陳
述
し
、「
後
期
高
齢
者

の
窓
口
負
担
増
は
受
診
抑
制
を
招

き
、
疾
病
の
悪
化
に
つ
な
が
る
」

と
、
医
療
現
場
か
ら
の
声
を
届
け

た
。
賛
同
す
る
議
員
も
い
た
が
、

「
世
代
間
の
公
平
性
に
配
慮
す
べ

き
」
な
ど
の
反
論
が
あ
っ
た
。
結

果
は
不
採
択
と
残
念
だ
っ
た
が
、

医
療
現
場
か
ら
の
声
を
粘
り
強
く

届
け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
。

　

ま
た
、「
改
正
水
道
法
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
市
民
公
開
企
画
「
私

た
ち
の
『
水
』
が
危
な
い
!?
」
映

画
『
最
後
の
一
滴
ま
で
〜
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
隠
さ
れ
た
水
戦
争
』
上
映

会
を
６
月
に
開
催
す
る
。
市
民
や

患
者
さ
ん
と
繋
が
り
な
が
ら
今
後

も
運
動
を
進
め
た
い
。

　

三
田
市
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

は
、
完
全
無
料
化
が
実
現
し
て
い

た
が
、
所
得
制
限
を
設
け
て
１
回

４
０
０
円
の
負
担
を
求
め
る
改
悪

が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
日

経
新
聞
か
ら
、「
不
要
な
受
診
を

抑
制
す
る
も
の
だ
」
と
評
価
す
る

記
事
が
出
さ
れ
た
。
支
部
役
員
一

同
、
非
常
に
強
い
問
題
意
識
を
持

っ
て
い
る
。
協
会
理
事
会
で
記
事

へ
の
反
論
文
を
採
択
さ
れ
た
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
。
今
後
さ
ら
な

る
改
悪
も
計
画
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
問
題
を
今
後
も
注
視

し
、
市
民
に
広
く
伝
え
、
反
対
し

て
い
き
た
い
。

　

制
度
改
悪
へ
の
反
対
に
つ
い
て

も
、
市
民
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
て

で
き
る
こ
と
だ
。
議
案
書
に
あ
る

よ
う
に
政
策
の
転
換
を
求
め
る
世

論
を
高
め
る
た
め
、
支
部
で
も
市

民
公
開
の
企
画
を
ど
ん
ど
ん
開
催

す
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
。

　

淡
路
支
部
で
は
幹
事
会
の
前
に

「
ミ
ニ
勉
強
会
」
を
開
催
し
て
い

る
。
テ
ー
マ
や
話
題
提
供
は
支
部

幹
事
の
先
生
方
持
ち
回
り
で
、
こ

の
５
月
ま
で
に
17
回
開
催
し
た
。

日
常
診
療
の
身
近
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
エ
ッ
セ
ン
ス
を
報
告
い
た
だ

き
、
い
つ
も
盛
り
上
が
る
。

　

県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
強
化
と
勤
務
医
対
策
の
一
環

で
シ
リ
ー
ズ
企
画
と
し
て
症
例
検

討
会
「
他
科
を
知
る
会
」
を
発
足

し
た
。
５
月
16
日
に
は
第
２
回
目

と
し
て
「
日
常
診
療
で
よ
く
遭
遇

す
る
脊
椎
疾
患
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
、
20
人
が
参
加
し
た
。
淡
路

地
域
の
病
診
連
携
に
役
立
て
た

い
。

　

最
後
に
、
洲
本
市
の
４
つ
の
国

保
診
療
所
が
赤
字
の
た
め
規
模
を

縮
小
、
民
間
移
譲
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
国
保
診
療
所
の
縮
小
は

地
域
住
民
へ
の
影
響
も
大
き
い
。

今
後
の
動
き
を
注
視
し
た
い
。

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）
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執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
緊
急
事
態
条

項
を
利
用
し
て
独
裁
を
築
い
た
。

９
条
に
つ
い
て
も
ご
指
摘
の
通

り
、
後
法
優
先
の
原
則
に
基
づ
い

て
２
項
が
無
効
に
な
る
。
そ
も
そ

も
、
国
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
首
相
が

改
憲
の
旗
を
振
る
こ
と
が
問
題

だ
。
条
文
の
修
正
で
は
な
く
改
正

そ
の
も
の
に
反
対
し
た
い
。

　

坂
口
評
議
員
の
文
書
発
言
に
つ

い
て
、
日
本
で
も
多
く
の
地
方
自

治
体
議
会
で
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
を
求
め
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も
日
本
政

府
に
批
准
を
迫
り
た
い
。
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
も
引
き
続
き
運
動

を
進
め
た
い
。
９
月
に
は
京
都
で

「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
」
を
開
催

す
る
。
核
兵
器
製
造
に
協
力
す
る

企
業
へ
の
融
資
等
を
行
わ
せ
な
い

市
民
運
動
を
日
本
で
広
げ
る
機
会

と
し
た
い
。

　

谷
口
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
介
護
保
険
は
保
険
料
を
払
っ

て
も
利
用
し
に
く
い
制
度
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
保
険
料
未
納
に
よ
る

差
し
押
さ
え
も
非
常
に
多
い
、
必

要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
、
な

ど
の
問
題
も
あ
る
。
介
護
利
用
料

原
則
２
割
化
も
計
画
さ
れ
て
い

る
。
経
済
産
業
省
も
介
護
の
分
野

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
、
警
戒
が
必
要
だ
。

　

佐
々
木
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
改
憲
案
の
緊
急
事
態
条
項
に

つ
い
て
は
協
会
で
も
学
習
会
を
行

　

船
越
評
議
員
代
理
の
発
言
に
つ

い
て
、
尼
崎
市
の
生
活
保
護
指
定

医
療
機
関
へ
の
個
別
指
導
は
理
不

尽
だ
。
私
た
ち
も
市
や
厚
労
省
に

是
正
を
求
め
て
い
く
。
こ
の
問
題

の
背
景
に
は
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン

グ
が
あ
る
。
医
療
機
関
、
市
民
、

生
活
保
護
受
給
者
と
連
帯
し
て
運

動
を
進
め
た
い
。

　

幸
田
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
経
済
学
へ
の
見
識
に
敬
服
す

る
。
財
源
問
題
を
利
用
し
た
社
会

保
障
改
悪
に
は
断
固
反
対
す
る
。

　

島
津
評
議
員
の
文
書
発
言
に
つ

い
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
議
案

書
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問
題
が
欠
落

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
議
論
の

上
、
追
記
し
た
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
の
機
能
を
持

た
せ
る
と
、
個
人
情
報
の
面
で
大

き
な
懸
念
が
あ
る
。
国
民
の
利
益

を
守
る
た
め
運
動
を
続
け
た
い
。

　

河
畑
評
議
員
の
文
書
発
言
に
つ

い
て
、
軍
事
費
を
社
会
保
障
に
回

す
べ
き
と
の
意
見
は
協
会
と
一
致

す
る
。

　

上
田
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
行
政
の

反
応
は
鈍
い
。
自
治
体
と
懇
談

し
、
調
査
結
果
を
広
め
た
い
。
肺

が
ん
検
診
や
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
で

は
、
震
災
後
の
曝
露
に
つ
い
て
の

質
問
項
目
は
な
い
。
こ
の
改
善
な

ど
、
震
災
後
の
曝
露
、
建
築
物
解

体
時
の
曝
露
に
関
し
て
、
行
政
に

対
策
を
求
め
た
い
。
他
団
体
と
も

協
力
し
て
運
動
を
進
め
た
い
。

現
代
経
済
学
理
論
の

問
題
点
を
指
摘
す
る

政策部

幸田雄策評議員

日
常
診
療
経
験
交
流
会

ご
協
力
の
お
願
い研究部

清水映二理事

組
織
強
化
月
間
へ

ご
協
力
の
お
願
い組織部

宮武博明副理事長

政
府
に
政
策
転
換
を
求
め

取
り
組
み
を
強
め
る

副理事長
武村 義人

連
帯
し
て
運
動
を
進
め

国
民
の
利
益
を
守
ろ
う副理事長

加藤 擁一

ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
の

拡
充
を
求
め
る

副理事長
森岡 芳雄

広
範
な
社
会
的
活
動
で

歯
科
医
療
充
実
へ

副理事長
足立 了平

署
名
と
市
民
公
開
企
画
で

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
実
現
を

歯科部会

多田和彦評議員代理

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

青
石
綿
や
茶
石
綿
は
測
定
し
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
民
間

調
査
で
は
、
倒
壊
建
物
周
辺
の
濃

度
測
定
で
、
青
石
綿
１
６
０
本
と

２
５
０
本
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
後
に
１
カ
月
被
災
地
で
勤

務
し
た
警
察
官
が
中
皮
腫
で
亡
く

な
っ
た
公
務
災
害
が
認
め
ら
れ
る

な
ど
、
短
期
間
の
勤
務
で
も
健
康

被
害
が
起
こ
る
の
は
明
ら
か
だ
。

　

兵
庫
県
に
デ
ー
タ
を
示
し
、
協

議
し
た
い
。
対
策
と
し
て
、
住
民

・
県
民
へ
の
注
意
喚
起
、
相
談
窓

口
の
開
設
な
ど
を
求
め
た
い
。

　

現
代
主
流
派
経
済
学
の
根
本
理

論
の
Ｉ
Ｓ
（
貯
蓄
投
資
）
バ
ラ
ン

ス
理
論
は
、
数
式
扱
い
の
初
歩
的

ミ
ス
を
犯
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
財
政
赤
字
は
悪
、
国
際
収
支

は
無
意
味
、
と
い
う
二
つ
の
重
大

な
結
論
を
導
き
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
日
本
経
済
は
弱
体
化
し
、
社

会
福
祉
を
切
り
捨
て
る
と
い
う
愚

を
犯
し
て
い
る
。
協
会
や
保
団
連

は
こ
の
間
違
い
を
全
国
民
に
向
け

正
す
べ
き
だ
。

　

歯
科
部
会
は
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署

名
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
６
月

６
日
の
国
会
へ
の
要
請
行
動
で
提

出
し
、
そ
の
後
も
秋
の
臨
時
国
会

　

今
年
も
日
常
診
療
経
験
交
流
会

を
10
月
27
日
の
日
曜
日
に
開
催
す

る
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
ち
ょ
う

ど
10
年
前
の
テ
ー
マ
が
「
日
常
診

療
の
原
動
力
」
だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
に
ち
な
ん
で
「
日
常
診
療
の
原

動
力
〜
こ
の
10
年
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
」
と
す
る
。
過
去
・
現
在
・

未
来
を
見
据
え
て
日
常
診
療
に
ど

う
取
り
組
む
か
と
い
う
切
り
口
で

考
え
た
い
。

　

プ
レ
企
画
は
、
９
月
28
日
に
救

急
フ
ェ
ス
タ
を
、
震
災
企
画
は
、

８
月
３
日
に
「
災
害
と
栄
養
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
分
科
会
も
例
年
の
よ
う

に
発
表
を
お
願
い
し
た
い
。
皆
さ

ま
の
日
常
診
療
で
得
た
宝
物
を
カ

　

現
在
の
会
員
数
は
７
４
９
７
人

と
、
目
標
ま
で
あ
と
３
人
だ
。
先

生
方
の
紹
介
の
お
か
げ
だ
。
私
も

病
院
等
を
訪
問
し
、
入
会
を
勧
め

て
い
る
。
特
に
共
済
制
度
を
お
勧

め
し
て
い
る
。
大
病
院
に
は
自
前

の
共
済
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
医

師
は
ず
っ
と
一
つ
の
病
院
に
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
協
会
の
共
済

は
、
将
来
に
わ
た
り
利
用
で
き
る

と
い
う
点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
良

い
。
こ
の
間
、
入
会
い
た
だ
い
た

病
院
を
重
点
に
、
勤
務
医
に
も
入

会
を
お
勧
め
し
た
い
。

　

こ
の
兵
庫
協
会
の
工
夫
は
全
国

的
に
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、
先

日
は
愛
媛
協
会
か
ら
組
織
拡
大
に

関
し
て
支
援
要
請
が
あ
っ
た
。
少

子
高
齢
化
で
、
右
肩
下
が
り
の
組

織
が
多
い
中
、
兵
庫
協
会
は
会
員

を
増
や
し
て
い
る
。
今
後
と
も
ぜ

ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

文
書
発
言

反
核
・
平
和
運
動
部　

坂
口
智
計

評
議
員

「『
第
30
回
核
戦
争
に
反
対
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・

医
学
者
の
つ
ど
い
』
へ
参
加
を
」

歯
科
部
会　

島
津
俊
二
評
議
員

「
議
案
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
表

記
は
消
え
！　

危
険
度
に
目
を
つ

ぶ
る
な
！
」

歯
科
部
会　

河
畑
憲
明
評
議
員

「
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の

充
実
を
等
」

に
も
提
出
す
る
よ
う
、
今
年
11
月

末
ま
で
実
施
す
る
。
医
科
・
歯
科

一
体
と
な
っ
て
医
療
制
度
の
改
善

と
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
勝
ち

取
り
た
い
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
４
月
14
日
、

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

元
文
部
科
学
事
務
次
官
の
前
川
喜

平
氏
が
「
子
ど
も
の
教
育
と
貧

困
、
そ
し
て
医
療
」
と
題
し
講
演

し
た
。
前
川
氏
に
は
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
」
署
名
に
つ
い
て
も

賛
意
を
表
明
い
た
だ
い
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
は
、
歯
科
に
関
連
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
報
告
が

な
さ
れ
、
歯
科
医
療
の
充
実
と
貧

困
・
格
差
の
是
正
の
関
連
性
と
必

要
性
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　

歯
科
署
名
と
、
市
民
対
象
学
習

企
画
を
今
後
も
開
催
し
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
運
動
を
盛

り
上
げ
て
い
く
。

ル
テ
か
ら
選
び
出
し
て
、
ぜ
ひ
ご

発
表
い
た
だ
き
た
い
。

　

多
田
評
議
員
代
理
の
発
言
に
つ

い
て
、
歯
科
署
名
に
は
積
極
的
に

取
り
組
む
。
政
府
の
「
予
防
・
健

康
管
理
」
を
重
視
す
る
姿
勢
は
良

さ
そ
う
に
見
え
る
が
、
疾
病
を
自

己
責
任
に
転
嫁
し
か
ね
な
い
。
貧

困
な
ど
で
予
防
が
難
し
い
人
も
い

　

大
森
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
支
部
研
究
会
で
は
情
勢
議
論

を
非
常
に
活
発
に
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
を
拝
見
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
や
温
泉
な
ど
工
夫
し
て
会
務

運
営
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
し
た
い
。

　

土
山
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震

被
災
地
へ
の
支
援
と
交
流
を
続
け

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
敬
意
を
表

す
る
。
私
か
ら
も
企
画
へ
の
ご
参

加
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
盛

会
を
お
祈
り
す
る
。
７
月
の
「
エ

ッ
グ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
卵
の
研

究
」
も
大
変
興
味
深
い
。

　

藤
末
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
医
師
は
働
き
方
が
特
殊
で
あ

る
と
の
理
由
か
ら
、
罰
則
付
き
の

規
制
を
５
年
間
遅
ら
せ
た
が
、
医

師
も
他
の
労
働
者
と
同
じ
人
間

だ
。
現
在
の
医
療
体
制
は
、
医
師

の
使
命
感
や
自
己
犠
牲
の
上
に
成

医
療
改
善
要
求
実
現
へ

支
部
と
協
力
強
め
る

 

西
山 

裕
康
理
事
長

り
立
っ
て
い
る
。「
医
師
の
働
き

方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告

書
に
は
、
協
会
と
し
て
も
強
く
抗

議
す
る
声
明
を
発
出
し
た
。

　

絶
対
数
を
増
や
さ
ず
に
医
師
の

働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
は
難

し
い
。
過
去
も
今
も
医
師
が
余
っ

て
い
た
時
代
は
無
い
。
政
府
の
方

針
で
は
医
療
提
供
体
制
の
縮
小
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

　

柳
井
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
西
脇
市
の
定
例
議
会
に
請
願

書
を
提
出
す
る
だ
け
な
く
、
委
員

会
で
柳
井
先
生
が
意
見
陳
述
さ
れ

た
こ
と
に
、
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
誇
り
に
感
じ
る
。
医
療
現
場

の
声
を
届
け
る
活
動
は
、
よ
り
具

体
的
、
実
践
的
、
効
果
的
で
あ

り
、
執
行
部
も
見
習
い
た
い
。

　

小
寺
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
三
田
市
の
こ
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
改
悪
を
取
り
上
げ
た
日
経

新
聞
の
記
事
に
、
協
会
と
し
て
理

事
会
名
で
反
論
を
行
っ
た
。
減
少

し
た
受
診
数
を
一
律
に
「
過
剰
」

と
決
め
つ
け
る
な
ど
あ
ま
り
に
一

面
的
だ
。
そ
も
そ
も
「
過
剰
受

診
」
を
定
義
す
る
こ
と
自
体
が
不

可
能
だ
。
協
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
患

者
窓
口
負
担
増
は
受
診
抑
制
と
格

差
医
療
を
招
き
、
公
平
を
旨
と
す

る
国
民
皆
保
険
制
度
に
反
す
る
と

し
て
、
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
て
い

く
。

　

粟
田
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
幹
事
会
を
よ
り
有
意
義
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

す
る
。
幹
事
会
出
席
者
数
を
増
や

し
、
若
手
・
女
性
会
員
の
参
加
を

増
や
す
よ
う
知
恵
を
出
し
合
い
、

新
陳
代
謝
を
進
め
た
い
。

　

支
部
の
先
生
方
が
、
地
域
医
療

の
実
情
、
課
題
に
最
も
詳
し
く
、

住
民
と
の
結
び
つ
き
も
深
い
。
地

域
の
実
情
や
活
動
の
報
告
は
大
変

あ
り
が
た
い
。
執
行
部
は
よ
り
強

く
支
部
活
動
を
支
え
た
い
。
次
世

代
の
育
成
も
、
評
議
員
の
皆
さ
ま

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンの
申込締切が2020年３月末
までに延長されました。
通常より年0.4％優遇金
利となります。借り換え
も可能、手数料も通常よ
り優遇していますので、
ぜひご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2019年６月１日現在

延長しました！延長しました！
2020年３月末まで！2020年３月末まで！

る
。
格
差
や
貧
困
を
な
く
す
社
会

的
な
活
動
が
必
要
だ
。
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順天堂大学医学部附属練馬病院　救急・集中治療科 坂本　　壮先生講演

恐い疼痛疾患を見抜く
６つの基本事項（上）

はじめに
　頭痛、胸痛、腹痛、腰痛など、外
来診療で痛みを訴える患者は非常に
多い。限られた時間、資源の中で重
篤な疾患、緊急度の高い疾患を見抜
くにはどうするべきであろうか？
　私は救急医として、診療の場は主
に救急外来であるが、診療所の外来
も定期的に行っている。また、へき
地の内科外来を２年間ではあるが担
当していた。そこで感じるのは、
CTや採血結果などは役に立つもの
の、それ以上にやはり病歴、バイタ
ルサイン、身体診察が重要であると
いうことである。この当たり前のこ
とを常に意識することができるか、
それが大切なことである。
　そこで今回は恐い疼痛疾患を見抜
くポイントとして表１の６つの事項
について解説する。

① 痛みの訴えが強い場合は要
注意！

　当たり前といえば当たり前だが、
前述の通り、患者が痛みを強く訴え
ていても、検査で異常が認められな
い場合には、「問題ないのではない
か」「精神的なものではないか」な
どと考えてしまいがちである。特に
忙しい外来や夜間などはそのような
状況に陥りがちである。
　例えば40歳代の女性が頭痛を主訴
に来院したとしよう。痛みの訴えが
強いため頭部CTを撮影したが、明

設も多く、CT陰性の場合には撮影
することもあるだろう。これでも所
見がはっきりしなければ、その痛み
は問題ないものと考えてしまう。本
当にそれで良いのだろうか？
　RCVSという病気がある。可逆性
脳 血 管 攣 縮 症 候 群（reversible 
c e r e b r a l v a s o c o n s t r i c t i o n 
syndrome）といって、雷鳴頭痛で発
症し、多発性の可逆性の脳血管攣縮
を伴う症候群である。多発する分節
状の血管狭窄と拡張が特徴とされて
いるが、初期には末梢血管のみに認
められ、その後近位部に移行すると
され、診察時（初診時）に画像でつ
かまるとは限らない（50%程度）１）。
　この病気が非常に珍しい病気であ
れば、過度に心配しすぎる必要はな
いが、近年、CTやMRIの普及により
報告例は増加傾向にあり、クモ膜下
出血と同様に、雷鳴頭痛を認める場
合には考えるべき疾患とされる。検

査結果よりも患者の症状に重きを置
くべきということを教えてくれる代
表的な疾患である。
　急性冠症候群、不整脈なども初診
時の心電図で異常を認めるとは限ら
ず、病歴や身体診察、時間を味方に
つけた診療が必須である。とにか
く、患者の訴えを軽視せず、検査の
結果のみで判断しないことを意識し
ておこう。

②突然発症の疼痛は要注意！
　痛みの問診において、OPQRSTや
OPQRSTA（表２）は有名である。
この中で、最も重要なのは発症様式 
Onsetである。もちろん随伴症状や
症状増悪・寛解因子も大切だが、緊
急性や重症度において、突然発症と
いうのはkeyとなる。
　突然発症の病気では、裂ける・破
ける・詰まる・貫くを考え対応す
る。突然、頭痛や頸部痛を認める場
合にはクモ膜下出血を、頸部、胸
部、腹部、背部、大腿部などでは大
動脈解離を鑑別に挙げ、疑って病歴
や身体診察を行うべきである。検査
をするべきと言っているわけではな
く、疑って所見をとれるかがポイン
トだろう。
　大動脈解離の典型例は、突然の胸
背部痛で発症し、痛みが移動し、血
圧を測定すると20mmHg以上の左右
差を認め、レントゲンを撮影すれば
縦隔の拡大を認めるというものだ。
しかし、そこまで典型的な症例は、
重篤な状態となり救急搬送となる
か、病院にたどり着けないことが多
い。Walk-inの外来に来院する症例
は、裂け止まっていて、今は痛みが
軽減している症例である。その際、

発症時の状況（突然発症か否か）を
注意深く聴取することが何よりも大
切であり、外傷歴もないにも関わら
ず突然背部の痛みを認めたなどの場
合には、疑って診察するのである。
　Walk-inの大動脈解離症例は決し
て珍しくなく、西伊豆健育会病院で
２年間外来をやっていた際も経験し
た。隣の部屋で診察をしていた仲田
和正院長も、腰部痛を主訴に整形外
科外来を受診した患者を外傷歴がな
いことに違和感をもち、聴診で新規
の大動脈弁の雑音、疑ってエコーを
あてflapを確認し診断していた。
　「突然なんらかの強い痛みを認め
る」、大動脈解離はこのように理解
しておくと良いだろう２）。もう１つ
の来院パターンは失神であるが、失
神は瞬間的な意識消失発作であるた
め、突然発症であることは同様であ
る。それを理解すれば、頭部外傷で
来院した高齢者において、発症時に
痛みがあったか否かを問診したくな
るはずである。

参考文献
１） S i ngh a l AB , Ha j j - A l i RA , 

T o p c u o g l u M A , e t a l . 
R e v e r s i b l e  c e r e b r a l 
vasoconstriction syndromes：
analysis of 139 cases. Arch 
Neurol 2011；68：1005-1012.

２） Hagan, P.G., Nienaber, C. A., 
Isselbacher, E. M., et al.：The 
international registry of acute 
aortic dissection（IRAD）：new 
insights into an old disease. 
JAMA, 283：897-903, 2000

 （つづく）

O Onset 発症様式
P Position 部位
Q Quality 疼痛の性質
R Radiation 放散痛
S Severity 強さ
T Time 疼痛時間

A

3A
Aggravation factor
Alleviating factor
Associated symptoms

増悪因子
寛解因子
関連症状

表１　危険な疼痛を見逃さないための６つの
ポイント　　　　　　　　　　

表２　痛みの問診；OPQRSTAらかな出血は認めら
れなかった。雷鳴頭
痛の代表疾患である
クモ膜下出血は、発
症６時間以内の早期
であればCTで診断
可能である。著明な
貧血で所見がはっき
りしない場合や、読
影の注意点は存在す
るものの、多くはつ
かまる。またMRIが
迅速に撮影可能な施

お申し込み・お問い合わせは、☎06－6494－2950 尼崎駅前法律事務所まで

　昨年保険医新聞インタビューでご紹介しました「こどもシェルター」
が２周年を迎え、シンポジウムを開催します。ぜひ、会員・スタッフの
皆さまもご参加ください。
日　時　６月22日（土）13時～16時（12時30分受付）
会　場　神戸市産業振興センターレセプションルーム
第１部　こどもシェルター活動報告
第２部　基調講演「虐待は脳を変える、だけじゃない⁉」
　　　　県立尼崎総合医療センター　小児科科長　毎原　敏郎先生
第３部　パネルディスカッション「虐待がこどもに与える心身への影響について」
　　　　コーディネーター　弁護士　内海　陽子氏
　　　　パネリスト　　　　西宮こども家庭センター所長　頓田　二朗氏ほか
参加費　無料　　主　催　特定非営利活動法人つなご

こどもシェルター開所２周年　市民向けシンポジウム企画
女性医師の会協力

虐待がこどもの発達に与える影響

　

・配偶者セット加入は最高3000万円
・こども加入特約あり

兵庫県保険医協会の会員・スタッフ
だけが加入できます

・個人年金保険料控除がとれる個年型
・積立金が１万円単位で払出しできる一般型 (解約不要 )

・掛けやすい少額単位の「月払」5000円～300万円
・まとまった資金は「一時払」で 毎回10万円～１億円
・受給方法が豊富 確定年金、終身年金、一括受取

積立金総額1兆2千億円
医師･歯科医師の信頼にこたえて50年

割安な掛金が満期まで上がりません／最長75歳
まで、730日の充実保障／脱退給付金あり

病気やケガの
休業に備えて

※４月から掛金をさらに引き下げました！

グループ保険 新グループ保険
最高保障額１億2000万円！

＋

死亡保険は安さが一番！
ネット生保の保険料と比べてください

・毎年高配当を維持 

グループ保険

新グループ保険

保険医年金ＤｅｆＬ デフエル積立年金

休業保障制度

締切迫る

① 痛みの訴えが強い場合は要注意！
② 突然発症の疼痛は要注意！
③ 増強する疼痛は要注意！
④ 非典型的な経過は要注意！
⑤ Common is Common！
⑥ 病歴・身体診察・Vital signsは超重要！


